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理事長に再任されて 
飽 戸 弘                                          

 
 このたび，日本行動計量学会理事長に再選され，
さらに 3 年，重責を任されることになりました。
よろしくご指導・ご支援のほど，お願いいたしま
す。1期目の3年間はあっという間に過ぎ，先輩
諸氏が築き上げてきて下さった学会の理念，行事，
慣行などを，なんとか維持していくことで精いっ
ぱいでした。2期目の3年は，今までの蓄積を基
礎にさらなる発展の年にしたいと考えています。
会員の皆さんの積極的なご提案，ご協力を，切に
期待しています。 
 前回，わたくしが理事長に就任したときに最初
にお願いしたことは，少数の会員の方々があまり
に多くの仕事を長年担当しておられる状況を，ま
ず改革し，役員の皆さんの負担をできるだけ分散
し，より多くの会員のみなさんに学会へのアイデ
ンテイテイーをもっていただくことを考え，ご協
力いただきました。おかげで委員長はほぼ全員，
交代していただきました。今回も1名を除いて委
員長は全員交代していただき，4月の第1回理事
会で，新体制を発足することができました。まず
は皆さんのご協力・ご支援に感謝しています。 
 昨年は，学会創立 35 周年に当たるため，3 つ
の大きな企画・行事が行われました。 
第1に，9月2日-4日に成蹊大学で行われた年次
大会において，「35周年記念シンポジウム」とし
て，１）行動計量学的アプローチとはなにか，２）
社会調査の現状と課題，という2つのシンポジウ
ムが行われ，多くの参加者による活発な議論が交

わされました。第1シンポジウムは，まさに本学
会の歩みを振り返り，われわれに与えられた課
題・使命は何かが問い直されるものでした。第2
シンポジウムは，本学会が日本社会学会，日本社
会教育学会と協力して昨年 12 月に立ち上げた
「社会調査協会」の責務と課題を検討することも
含めて，今日における社会調査の問題点について，
熱心な議論が交わされました。 
 第2に，『日本行動計量学会35年記念誌』を，
9 月の大会に合わせて刊行ました。約 80 名の会
員のみなさんが，学会の思い出や学会への期待・
要望などを寄せて下さり，100ページを超える記
念文集が出来上がりました。また本学会のメンバ
ーが執筆した「行動計量学シリーズ」，全13巻が，
1993年から1996年にかけて完成していますが，
その続編ともいうべきシリーズ「行動計量」，全
10 巻が，今年から刊行の予定です。学会の会員
の皆さんのさまざまな研究成果が，こうしてまと
まっていくことはたいへん喜ばしいことです。 
 第3に，本学会の「データアーカイブ」ともい
うべき資料集が，学会のホームページに，大幅に
増補・再編され掲載されました。本学会の「大会」
については，1973年の第1回大会から，昨年の
第 36 回大会まで，「シンポジウム」については，
1974年の第1回シンポジウムから，最近の第94
回シンポジウムまで，そして合宿形式による「春
の合宿セミナー」も，1998年の第1回から本年
の第 12 回セミナーまで，すべてが収録，公開さ
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れました。「会報」については，会員専用ではあ
りますが，1973 年の第 1 号から，最新の 2008
年度の第120号まで，全文が収録され，公開しま
した。学会の歩みを振り返る上での貴重な資料ば
かりであり，学会としても大きな一歩を踏み出す
ことができました。 
3年前，理事長に選出されました時には，他学

会との協力・連携体制をさらに強化していきたい
ということを申し上げました。社会調査協会の設
立はまさにその延長上にあると言っていいかと
思いますが，この方面では，あまり進んでおりま
せん。本年度以降さらに，今までのこうした学会
活動の基礎を踏まえて，いくつかの懸案の新規事
業をスタートさせ，さらなる飛躍の年にしたいと
考えています。学会員の皆さんのさらなるご支援，
ご協力を，心より期待しています。 
（あくとひろし・東洋英和女学院大学学長） 
 
 

新理事長・委員長・担当理事 
理事長    飽戸 弘 
編集委員会委員長   岡太彬訓 
和文誌編集委員会委員長  竹村和久 
欧文誌編集委員会委員長  足立浩平 
運営委員会委員長   植野真臣 
広報委員会委員長   森 裕一 
組織検討委員会委員長  村上征勝 
刊行物委員長   柳井晴夫 
名誉会員担当理事   山岡和枝 
事務局（庶務・会計担当理事） 菊池賢一 
 
 

新委員長・担当理事ご挨拶 
編集委員会委員長 

岡太彬訓（多摩大学  経営情報学部） 
 編集委員会は，和文誌編集委員会と欧文誌編集
委員会があり，それぞれ見識のあふれた委員長が

おられ，また，有能な編集委員会委員もおられる
ことから，基本的には各委員会にお任せすればよ
いと考えております。両編集委員会に共通な課題
や委員会そのもののありかたなど，将来のことも
含めて両編集委員長を中心とする編集委員会委
員と協力してあたりたいと考えています。 
 学会誌は，学会にとって最重要な活動の1つで
あることはいうまでもありません。また，投稿者
にとっては，査読結果が投稿後何週間，何ヶ月で
届くのか，なるべく短期間に安定して届くという
ことが最重要だと思います。1年以上も経ってか
ら査読結果が届いたのでは，投稿する意欲が失せ
てしまいます。査読結果を早く投稿者へ知らせる
ことができるよう，両編集委員長と共に考えたい
と思います。一定期間以内に査読結果を投稿者へ
送ることが，投稿者を増やし，学会活動を盛り上
げるという好循環にしたいと思います。 
 編集委員会は，1997 年に，現在のように和文
誌編集委員会と欧文誌編集委員会に分割される
までは。1つの編集委員会の中に，和文誌編集幹
事と幹事長および欧文誌編集幹事と幹事長がお
り，それぞれ「行動計量学」と「Behaviormetrika」
の編集にあたっておりました。外から見てわかり
難いということで，現在のような形になりました。
他の学会の例等も参考にしながら両編集委員会
の関係も考えてみたいと思います。 
 

和文誌編集委員会・編集委員長 
竹村和久（早稲田大学 文学学術院） 

 この度，日本行動計量学会和文誌「行動計量学」
編集委員長に，今泉忠先生(多摩大学）の後任とし
て選任されました竹村和久でございます。編集副
委員長として藤井聡先生（京都大学）にご就任い
ただき，様々な分野の先生方に編集委員をしてい
ただくことになりました。 
 行動計量学は，投稿規定にも示されていますよ
うに，法律，政治，経済，心理，教育，社会，工
学，医学，生態学，その他の分野で，人間の広義
の行動現象に関する計量的方法論の開発，および
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その適用例を主とした論文を募集しています。学
会の方に対する重要なサービスとして，よい論文
を掲載し，それが皆様の研究に役立つ事があれば
幸甚に存じます。 
 今泉忠前委員長をはじめこれまでの歴代の編
集委員長のご尽力により，構築されてきました積
極的な論文投稿を可能とする環境と伝統を守り，
努力いたしますのでなにとぞ，よろしくお願い申
し上げます。 
 

欧文誌編集委員会・編集委員長 
足立浩平 (大阪大学 大学院人間科学研究科) 
 日本行動計量学会の欧文誌 Behaviormetrika
の編集委員長に任ぜられ，身が引き締まる思いで
す。今までの編集委員長・編集委員の皆様方が築
き上げられた同誌の水準を維持できますように
微力ながら努力したい所存であります。 
 国内学会の英文誌の中では，Behaviormetrika
は海外からの投稿が比較的多い学術誌であると
考えられます。この傾向がさらに顕著になり，同
誌がより国際化することが目標であると感じて
おります。そして，国際化の中でも特に東洋の重
視を考えております。他の多くの国内学会もこう
した目標を持ちますが，「Japanese…」や「…of 
Japan」という限定がつかない「Behaviormetrka」
という名称は国際化に向いており，命名された関
係者の先見の明に感銘を受けます。しかしながら
勿論のこと，国内からの一定数の投稿論文を確保
することは，最も重要な課題であります。特に，
若い方に申し上げたいですが，どうか宜しくご投
稿をお願い申し上げます。 
 

運営委員会委員長 
植野真臣（電気通信大学大学院 情報システム学

研究科） 
 このたび，菊地先生より運営委員長を引き継ぐ
ことになりました。運営委員会は，学会の活性化
や新トピックを育て上げていく重要な役割を担
う委員会です。菊地先生と違い，無精者のわたし

で気がつかないところも多々あると思いますが，
皆様のご指導の下，精一杯努力したいと思います。 
 近年，時代は製造業中心社会から知識社会に移
りつつあります。このような時代の変遷期にあり，
行動計量学で扱うべきトピックも変化してきて
いるはずです。たとえば，IT 時代になり，Web
上でのユーザーの行動履歴など大規模なデータ
が容易に得られるようになってきたことも特徴
の一つです。 
 新しい時代の行動計量学を創るためにも皆様
からの企画によるところが多いと考えています。
ぜひ，積極的な参加を心よりお待ちしております。 
また，シンポジウム等の企画と別に，小グループ
研究会，地域部会という2種類の研究部会への支
援があります。研究助成は少額ですが，学会とし
て認められた公式な組織となりますので皆様の
研究領域の活性化，新領域の開発，にお役に立つ
と思います。追って募集がございますのでぜひと
もご応募ください。 
 

大会担当委員会委員長 
千野直仁（愛知学院大学 心身科学部） 

 このたび，３月の理事会で，はからずも大会担
当委員長をお引受けすることになりました。その
後，関係資料でこれまでの大会担当委員長の顔ぶ
れを確認しましたところ，行動計量学会の錚々た
るメンバーが就任されてきており，はなはだ役不
足を痛感しています。しかし，お引き受けした以
上，微力ですが全力でその任を全うする所存です
ので，どうか皆様のご支援を賜りたく存じます。 
 既に，副委員長には当学会の現理事のお一人で
あり当学会の活動に精通しておみえの前田忠彦
氏にお願いし了承を得ておりまして，近々何人か
の委員もつのり早急に委員会を立ち上げ，これま
での３０数回の開催校・開催地・大会委員長等の
情報をもとに，中長期的展望に基づき他学会の開
催時期等も考慮しながら同委員会の皆様と協議
し，大会担当の役割である毎年の当学会の大会開



 

 

 

日本行動計量学会会報 第 121 号                           2009 年 6 月 1 日 

  

催校，当面は来年度の開催校，を理事会に提案す
る所存です。 
 

広報委員会委員長 
森 裕一（岡山理科大学 総合情報学部） 

 前の期（2006-2008年度）に引き続き，広報委
員会のお世話をさせていただくことになりまし
た。 
 本委員会の仕事は，1）会報発行，2）ネット関
係（Web とメールニュース），3）広報活動（新
入会員勧誘と本会のイベントの広報），4）その他，
の4つに大別されます。前の期では，1）2），特
に，Webの整備を中心に活動をしてきました（こ
の詳細は，「委員会報告」や「35年史」をご覧く
ださい）。入会案内のリーフレットやWebに，「日
本行動学会は，計量的方法の適用を通じて人間行
動を理解することを目指して，理論・方法の開発
とその応用の両面からアプローチする研究者・実
務家たちが集う場です」と記されています。この
多彩な研究者・実務家の方々の集いが効率的に行
えるように，また，新しい研究者や実務家の方に
もどんどん参加してきてもらうために，広報委員
会としの役目をしっかり果たいと思います。その
ために，1）に９名の会報小委員会，2）に3名の
ネット小委員会を置き，3）4）は全員で担当する
新広報委員会を組織しました。 
 今期は，1）や 2）は，これまで通り，最新情
報の提供を第一に作業をするとともに，昨今，
Web やメールニュースに情報が集中しつつあり
ますので，メールニュースの登録者を増やす工夫
を考えたいと思います。また，3）では，新入会
員を増やす努力や他学会等への本学会活動の周
知の2つにも力を入れたいと思っています。これ
らの活動を，吉村 宰副委員長と黒田正博副委員
長とともに，しっかり行っていく所存です。 
 学会の広報に関する新しいアイデアなどあり
ましたら，どうぞ，積極的に広報委員会までご提
案ください。それでは，よろしくお願いします。 
 

刊行物委員会委員長 
柳井晴夫（聖路加看護大学） 

 シリーズ「行動計量の科学」の刊行委員会から 
2006年3月～2009年3月の理事会(飽戸弘理事
長)の委嘱をうけ行動計量シリーズ刊行委員会が
設立され，委員長に就任した私の役目は，行動計
量学会の歴史を何らかの形で出版物として残す
べきことであると考えた。そこで，前回の「行動
計量学シリーズ」の出版を引き受けていただいた
朝倉書店と交渉したところ，「行動計量学会の歴
史，関する出版は適切な出版企画になりにくいの
で，行動計量学および学会発展を跡付け，主要な
「研究課題」や「手法」の紹介と解説を通じ，全
体として「行動計量学的アプローチとは何か」を
紹介する入門書であれば出版を検討してもよい
という回答を得た。 
 そこで，前期理事会の承認をうけ，「行動計量
の科学」シリーズ刊行委員会を結成し，委員とし
て，岡太彬訓理事，繁桝算男理事，吉野諒三理事，
および今期から理事となった森本栄一会員の4氏
に委員会の委員就任を委嘱した。この委員会で，
執筆テーマ，執筆依頼者を検討し，第一次企画案
を朝倉書店に提出し，最終的に2008年1月の編
集委員会で企画案が一部修正後承認された。ただ
し，シリーズのタイトルは「行動計量の科学（全
10巻）」と変更するという条件が付けられ，この
ような経過によって，刊行の運びとなった。 
 なお，現在のところ，承認された 10 冊の著の
標題（仮題）は以下のとおりで，いずれも「行動
計量学シリーズ」との重複はさけ，最近 10 年間
の行動計量学の発展を考慮して決めたものであ
る。 
①行動計量学への招待 
②マーケティングデータ分析 
③医療サービスの計量分析 
④学力評価理論の新潮流（原稿はほぼ完成） 
⑤国際比較データの解析 
⑥意思決定の処方 
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⑦因子分析（すでに原稿の第 1 稿が完成し，
朝倉書店に送られている） 
⑧項目反応理論 
⑨非計量多変量データ分析 
⑩統一的カテゴリカルデータ解析 

 なお，これらの 10 巻の刊行時期は，2009 年
10 月から 2010 年の 3月を予定している。ご多
忙のところ，執筆を快諾された会員諸氏には，謝
意を表したい。比較的早急に原稿の執筆に取りく
まれ，可能であれば2009年の大会以前には第1
稿を完成して頂くことをお願いしておく。 
 

名誉会員担当 
山岡和枝 (国立保健医療科学院 技術評価部) 
 2009 年度から，岩崎学理事から引きつぎ，名
誉会員担当を仰せつかりました。大変重い役目で
すが，精一杯務めさせていただきます。 
 行動計量学会の名誉会員は，前任者の岩崎理事
が表明されていたように，幅広い知識と見識を持
たれ，大所高所からだけでなく，自ら進んで学問
の牽引車となられる方々に，ぜひともお願いした
いと考えております。特に，これまで行動計量学
会の発展のために長年ご尽力いただいた方々に
は，名誉会員として，今後も本学会の更なる発展
に参与していただけるよう，お願いできれば幸甚
です。そのためにも皆様方から，広く深いご意見
を賜るようお力添えをいただき，任務を果たして
参りたいと存じます。どうぞよろしくお願いいた
します。 
 

事務局長 
菊地賢一（東邦大学 理学部） 

 吉野前事務局長より，本学会の事務局を引き継
がせていただきました。吉野先生は，個人に依存
せず，負担がかからないような事務局運営を目指
し，努力されていらっしゃいました。これからも，
この方針を引き継ぎ，今後事務局を担当される方
に負担がかからないよう改革を進めていきたい
と思います。 

 今期の事務局には，副事務局長として，大学入
試センター研究開発部の椎名久美子先生，多摩大
学経営情報学部の大森拓哉先生に加わっていた
だきました。当面は，この3名で事務局の運営に
あたってまいります。 
 引継ぎにより，事務局の連絡先が変更になりま
した。本学会の連絡先は，担当により，分かれて
おります。また，任期の途中でも変更される場合
がありますので，その都度，学会のWeb ページ
を参照していただきたいと思います。これから，
3年間，どうぞよろしくお願いいたします。 
 
 

委員会活動報告 
欧文誌編集委員会より 
 Behaviormetrika 36巻1号を発行し、同号の内
容を日本科学技術振興機構の電子ジャーナルサ
イトJ-stage (http://www.jstage.jst.go.jp/ 
browse/bhmk)にて公開した。 
 また、平成21年度科学研究費補助金（研究成果
公開促進費）の申請が採択され、補助金 90 万円
の交付申請を行った。 

大津起夫（大学入試センター研究開発部） 
 
運営委員会より 
2009年度研究部会採択結果 
2009年度研究部会として，以下の４つの研究部会

（新規1件，継続3件）が採択されました。 
 
新規 
＜小グループ研究会＞ 
○サーベイ・メソドロジー研究会 
代表者：松本正生（埼玉大学） 
http://surveymethodology.web.fc2.com/index.html 
連絡先：埼玉大学経済学部 松本 正生 
Tel&Fax：048-858-3600 
E-Mail：nmc55@mail.saitama-u.ac.jp 
 
継続 
＜小グループ研究会＞ 
○社会調査研究部会 
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代表者：氏家豊（電気通信大学電気通信学部） 
連絡先：（社）新情報センター企画部 有坂路子 
 〒150-0013 東京都渋谷区恵比寿1-13-6 
 Tel: 03-3473-5231 
 E-mail: marisaka@sjc.or.jp 
 
○複雑系データ解析研究会 
代表者：水嶌友昭（株式会社インターネット総合研究
所） 
連絡先：水嶌友昭 
〒163-0511 東京都新宿区西新宿1-26-2 新宿野村ビ
ル11F 
（株）インターネット総合研究所ディペンダブルネッ
トワーク研究所 
Tel: 03-5908-0730 
Fax: 03-5908-0725 
 
＜地域部会＞ 
○行動計量学会岡山地域部会 
代表：飯塚誠也（岡山大学） 
連絡先：飯塚誠也 
〒700-8530 岡山市北区津島中3-1-1 
岡山大学大学院環境学研究科 
Tel: 086-251-8831 
E-mail: iizuka@ems.okayama-u.ac.jp 
 
2008年度研究部会活動報告 
◯社会調査研究部会 
今年度はほぼ2ヶ月に一度の割合で6回開催した。

参加メンバーの所属は，大学研究室，放送局，調査機
関などであり，毎回７～11名が参加した。調査・研究
を分担し互いに持ち寄った資料をもとに議論を進めた。 
本研究会は，標本調査による世論調査に焦点を当て，

調査の質に関する研究を行ってきた。近年，住民基本
台帳法の改正に伴う抽出台帳（住民票や選挙人名簿）
閲覧の制限や個人情報保護法の施行により調査環境は
一変した。このような状況の中で，これまでの研究成
果である「適切な質指標」の検討を踏まえ，調査の現
実（現場）における問題点について引き続き検討を進
めることになった。 
今年度は，抽出台帳が利用できない場合の調査対象

者の選定方法として，広く実施されているエリア・サ
ンプリングについて，実施状況と実施上の問題点につ
いて検討を行った。 
実施状況に関しては，実際に行われた実験調査結果

の分析を行い，さらに調査機関の実施手順についても
直接調査担当者からヒヤリングを求めた。調査対象者
が調査に協力する際に必要な条件とは何か，調査員の
恣意性を極力排除するために調査機関が配慮すべきこ
とはどのようなことか，調査の現場における調査員や

調査対象者とのやりとりを確認することが出来た。実
施上の問題点に関しては，特に，住宅地図を用いて調
査対象世帯を抽出する手順，ならびに抽出された世帯
の中で調査対象者個人を選定する手順について，現在
行われている方法の限界を確認し，調査の質の確保に
とって不可欠である無作為性の問題を議論した。 
また，エリア・サンプリングによる調査は抽出台帳

からの抽出を行った調査員訪問調査とは違った状況下
で行われるので，様様なケースにおける両調査の対応
の違いを明らかにすることができ，今後の解決に向け
て参考となった。 
 
◯複雑系データ解析研究会 
近年，ニューロン，インターネット，金融といった

場所で複雑な事象が多く存在している。それらの事象
は規則性があまりなく，非線形な事象として観測する
ことはできるが，その原因を追求することは難しい。 
近年では複雑系のデータ解析に大きな変化が生まれ

ている。様々な分野で複雑で，混沌としたデータの分
析を行い，その事象を解明する試みが多数報告されて
きている。この変化は近年のコンピュータの発達が影
響を与えている。複雑系で扱われるデータは巨大なデ
ータ量をもつものが多く，かつてはそれを取扱うこと
ができなかったが，近年ではコンピュータの発達によ
り，それを取り扱うことができるようになったためで
ある。 
本研究会では，各分野で分析されている複雑系の研

究の応用性について検討を行うことを目的に，本年度
は複雑系データの解析を取り扱った研究事例を集め，
それぞれの事例について検討を行った。事例では，複
雑系のデータにカオス時系列解析を行った事例，渋滞
を解析し，それを実際の渋滞解消のために物理学的，
心理学的に応用した事例，インターネット上に存在す
るシステムログやSNS，Blogのリンク情報を基に解析
を行った事例や，データ同化法によりシステム全体の
予測を行った事例等を取り上げ，研究会やシンポジウ
ムにて，研究会参加者や招待講演者の方々から，それ
ぞれの事例研究について，これまでの研究内容や今後
の課題等による説明を行っていただき，それぞれの研
究について検討を行った。本年度取扱った事例では，
論理的なものではなく，実際に自然界や社会に存在し
ている実際のデータを基に分析が行われており，数理
モデル化とコンピュータによる検証を繰り返すことに
より解析が行われている。また，これらの研究では解
析手法の応用性の検討も行われており，例えば，カオ
ス時系列解析では，ニューロン系から，機械工学系，
経済系へと応用の検討が行われおり，今後の応用性が
期待できることが判った。 
今後の方向性として，複雑系の検討を行っていくた

めにはデータがあることが重要である。データの取得
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の検討と実際の分析の可能性について検討を行いたい。 
2008年度，複雑系データ解析研究会に参加して頂き，

大切な時間を割いていただいた先生方にここで感謝を
述べさせていたいと思います。 
 
◯栄養アセスメントプロセス研究会 
これまで当研究会は食生活改善のための栄養教育に

おける栄養アセスメントに食事摂取量および臨床検査
等の情報に加えて，生活改善への取り組みついての行
動変容を計量的に把握し評価するための研究を重ねて
きた。また，効率的な教育をめざし，対象者をアンケ
ート調査結果を基にタイプ別に分類し，対象者の特質
に適したアプローチを行うための検討も行ってきた。 
今年度は平成19年度の調査と同様の方法で今年度

に把握したデータを加え，栄養相談の対象者の認識や
食事･生活習慣上の行動の特徴等を行動計量学的に把
握し，数量化３類の分析方法で再分析し4つのタイプ
に分類した。その結果，19年度とほぼ同様の結果が得
られたことより，栄養相談の対象者をある程度，タイ
プ分類することが可能であることが示唆された。さら
に，各タイプに分類するための代表的な2つの質問の
妥当性を検討し，数量化３類で分類したタイプと2つ
の質問で分類したタイプの一致率は6割とあまり高く
はなかったが，実務上の簡便性を重視し，これを用い
て対象者の各タイプに即したアプローチ内容を選定し
た。 
さらに栄養アセスメント時から栄養教育実施後の行

動変容の評価方法を検討し，タイプ別の達成容易な行
動目標と達成困難な行動目標を整理した。目標の達成
率では，タイプにより差があり，タイプの特性を考慮
した目標設定が必要と考えられた。また，設定目標数
によっても目標数が多いと達成率が低くなる傾向のあ
るタイプもみられたことより，アプローチ方法の配慮
に加えて，目標数を考慮する必要があると考えられた。
これらより，タイプ別行動計量学的アプローチを導入
することは効果的な栄養教育を実施するにあたり，意
義があると考えられた。 
なお，これらの内容について，日本行動計量学会第

36回大会において特別セッションにて，「行動計量学
的アプローチによる栄養教育の評価の試み」として発
表を行った。今後は，目標達成評価に関してデータの
蓄積を行い，再分析した上で評価方法を確立したい。
今後の取り組みも学会で発表し，さらに，タイプ別行
動計量学的アプローチに基づく栄養教育の効果の評価
について，無作為化比較試験（RCT）で検討したいと
考えている。 
 
◯岡山地域部会 
岡山県およびその近隣地域の行動計量学に関する研

究と研究者間の人的交流を積極的に行うべく，第2期

の3年目であり全体としては7年目である本年度も計
4回の研究会（第27回～第30回）を開催した。研究
会はすべて岡山統計研究会との共催とし，第27回研究
会は第92回行動計量シンポジウムとして医学統計研
究会との共催とし，第30回研究会は岡山理科大学地域
分析研究会との共催とした。 
第27回（2008年6月21日（土），医学・健康の計

量分析）は，栗原考次先生（岡山大）と森裕一先生（岡
山理科大）と飯塚が世話人となり，第92回行動計量シ
ンポジウムとして開催した。特別セッションとして「メ
タボリックシンドローム」を取り上げ，医学・健康に
関連する分野で活躍されている9名の研究者・医療関
係者・統計のそれぞれの立場から講演をいただいた。
日本各地から，岡山を中心として計30名強の参加があ
り，活発に問題点を議論し意見交換が行われた。詳細
は，会報第118号や岡山地域部会のWebページを参
照されたい。第28回（2008年11月1日（土），数理
モデリング）は，久保田貴文先生（岡山大）にコーデ
ィネートしていただき，Pijush Bhattacharyya先生 
(Westminster大)を招き講演いただいた。第29回
（2008年11月29日（土），保健福祉分野・情報工学
分野と行動計量(2)）は吉長裕司氏（三井造船），金川明
弘先生（岡山県立大），川畑洋昭先生（岡山県立大）に
コーディネートしていただきテーマに関する2件の講
演の後，「保健福祉分野・情報工学分野における研究と
現場の関わりについて」と題したシンポジウムを行い，
討論を行った。第30回（2009年3月8日（日），デ
ータの分析手法とその応用）では，若手を育てること
を目的に学生セッションを設け，院生を中心とした学
生12名の発表に対して優秀賞1名とプレゼン賞1名
を表彰した。また，全体レクチャーでは，山本由和先
生（徳島文理大）に講演いただいた。 
岡山地域部会のWebページは， 
http://mo161.soci.ous.ac.jp/bsj_okayama/ 

で，研究会の予定などを公開している。 
 
第94回行動計量シンポジウム報告 
オーガナイザー：複雑系データ解析研究会 
日時：2009年1月31日 13:00-16:00 
場所：統計数理研究所 
参加者数： 7名 
要旨：今日の社会は人ごみ，車，インタ-ネットで溢れ，
いたるところに渋滞現象が生じている。ここに新しい
学問「渋滞学」が誕生し，今日に至るまで多くの話題
を提供している渋滞学の創始者である西成活裕先生に
渋滞学の誕生から最近の話題まで広範囲に講演して頂
き，複雑系データ解析研究会のメンバーおよび参加者
の方々による活発な議論を行った。 
プログラム： 
基調演講演：「渋滞学の新展開」 
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  西成活裕（東京大学大学院工学研究科准教授） 
パネルディスカッション：「渋滞学と複雑系」 
１：白山 晋（東京大学人工物工学研究センター准
教授）「群集行動背後の隠れネットワーク構造」 
２：中村 和幸（統計数理研究所） 
「複雑現象データとモデリング」 
３：水嶌 友昭（インターネット総合研究所） 
「複雑化するインターネットトラフィック」 
まとめ：シンポジウムでは，生活の中に存在する渋滞
というものを取り上げ，検討を行った。渋滞現象と似
た現象を取り上げ，その応用性についての検討を行っ
た。例えば，インターネットのパケットのトラフィッ
クもモデルの差はあるものの考え方に大きな差はない
可能性が高いことが検討された。 
 
第12回春の合宿セミナー報告 
実行委員長：吉村宰（長崎大学） 
 2009年 3月16， 17日長崎大学文京キャンパスに
おいて第 12 回春の合宿セミナーを開催した。合計 9
コマの講義に総勢87名の参加者を得て，盛会のうちに
セミナーを終了することができた。 
 今回のセミナーは長崎大学アドミッションセンター
との共催としたことで同センターからの財政面での大
幅な支援が得られたが，交通費が高額になる地方での
セミナー開催は，学会単独主催での運営は非常に困難
であるとの感触を得た。今後の参考としていただきた
い。 

菊地賢一（東邦大学 理学部） 
 
 
広報委員会より 
 広報委員会の2006年度から2008年度の活動
は次の通りである。 
 会報を第109・110合併号から第120号までの
11 号を発行した。メールニュースについては，
2006年度は23通，2007年度は36通，2008年
度は 17 通を配信した。これらのすべてのバック
ナンバーは，学会のWeb ページで閲覧が可能で
ある。また，2006年度から，Webページのリニ
ューアルに取り組んだ。この目的は 2つあり，1
つは，ページデザインを見やすいものに変更する
こと，もう 1 つは，Web のアーカイブ性を最大
限に活かすべく，学会設立当初からの会報や大会
プログラムなどを可能な限り電子化し，Web に
置くことである。前者は業者委託し，2006 年 9

月14日に置き換えを実施し，後者は，2007年の
夏に電子化の作業を終え，同年9月13日から全
データを公開した。以後，情報更新を適宜行い，
最新の情報に保つようにしている。ちなみに，
Webページの色目は，2つの会誌の表紙の色（和
文誌：黄緑，欧文誌：黄）からきている。新入会
員の募集については，2008年 1月に新しい入会
案内のリーフレットと入会申込書を作成し，Web
ページからダウンロードできるようにした。 
 今後の課題として，会報の定期刊行を維持する
ために原稿を遅滞なく集めること，メールニュー
スによる情報配信の増加が予想されることから，
配信登録者を増やすこと，また，新入会員の勧誘
や本会の活動を他学会のメーリングリストなど
を利用して広く知らしめることなどがあげられ
るが，3年間の活動としては，総じて充実した活
動ができたと考える。 

森 裕一（岡山理科大学 総合情報学部） 
 
 
組織検討委員会より 
 組織検討委員会では、フェロー会員制度の提案
検討、理事会組織の名称等検討、会則の検討、事
務局組織の検討などの課題を検討しました。フェ
ロー会員については、学会賞選考との関連におい
て理事会でも議題にされましたが、諸論があり、
次期委員会に引き継ぐことになりました。理事会
組織の名称は、委員会ごとに長の名称が委員長で
あったり担当理事であったりするところを統一
する案があり、理事会の議題にもなりましたが、
委員会の性質によって委員長名がそぐわないこ
とから、従来どおりとなりました。会則について
は、会費滞納者についての会員扱いについて、名
簿からの削除のルールが厳格には決められてい
なかったため、明文化の検討がなされました。し
かし、海外の編集委員など個別の問題もあり、多
少のあいまいさを残すことの必要性も論議され、
さらに検討を進めることとなりました。事務局組
織については、事務局とともに、委託先および委
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託内容等を検討しましたが、具体的な変更に至ら
なかったのは、学会組織が比較的支障なく運営さ
れていることの表れとも言えますが、事務局の負
担軽減のための検討は続ける必要があると思い
ます。 
 今年度から元事務局のご経験豊富な村上新委
員長に引き継いでいただき安堵しています。 
林 文（東洋英和女学院大学 人間科学部） 

 

学会員の受章について 
 本学会理事や第 29 回大会実行委員長を務めら
れた元甲子園大学学長木下冨雄先生が 21 年春の
叙勲において、瑞宝章中綬章を受章されました。
心からお祝い申し上げますと共に、会員の皆様に
お知らせいたします。 
 

関連学会等カレンダー 
＜学協会大会・定例シンポジウム等＞ 
☆第18回日本健康教育学会 
会 期: 2009年6月20日(土)・21(日) 
会 場: 東京大学 本郷キャンパス(〒113－0033 文京
区本郷7-3-1) 
照会先: 事務局(〒113－0033 文京区本郷7-3-1 東京
大学大学院医学系研究科 国際地域保健学教室 第18
回日本健康教育学会事務局) 
TEL 03－5841－3698 FAX 03－5841－3422 
E-mail：health18@m.u-tokyo.ac.jp 
URL:http://www.ich.m.u-tokyo.ac.jp/jshep18index.
html 
 
☆日本言語学会大会 
138回大会 神田外語大学 （千葉県千葉市美浜区） 
2009年 6月20日(土)・21日(日) 
139回大会 神戸大学 （兵庫県神戸市灘区） 2009
年 11月28日(土)・29日(日) 
 
☆日本認知心理学会第7回大会 
会期 7月19日(日)・20日(月・祝) 
会場 立教大学新座キャンパス 
照会先 
日本認知心理学会第7回大会準備委員会 
〒352-8558 埼玉県新座市北野1-2-26  

立教大学現代心理学部心理学科内  
E-mail cogpsy2009@rikkyo.ac.jp 
URL:http://www.rikkyo.ne.jp/web/cogpsy2009/ 
 
☆第41回日本医学教育学会大会  
会 期: 2009年7月24日(金)・25日(土)  
会 場: 大阪国際交流センター(〒543-0001 大阪市天
王寺区上本町8-2-6) 
紹介先: 事務局 近畿大学医学部 医学教育研究センタ
ー(〒589-8511 大阪府大阪狭山市大野東377-2) 
E-mail: 41jsme@med.kindai.ac.jp 
 
☆第35回日本看護研究学会学術集会 
会 場：パシフィコ横浜・国立大ホール・会議センター  
会 期：2009年８月３日(月)・４日(火)  
照会先: 第35回日本看護研究学会学術集会事務局 
(〒228-0829 神奈川県相模原市北里2-1-1 
北里大学大学院クリティカルケア看護学) 
TEL:042-778-8255 FAX:042-778-9069 
E-mail：jsnr35-office@umin.ac.jp 
URL:http://jsnr35.umin.jp/ 
 
☆日本心理学会第73回大会 
会期 2009年8月26日（水）～28日（金） 
会場 立命館大学衣笠キャンパ 
照会先 
日本心理学会第73回大会準備委員会 
〒603-8577 京都市北区等持院北町５６の１ 
立命館大学文学部心理学研究室内  
E-mail jpa2009＠fc.ritsumei.ac.jp 
URL http://www.wdc-jp.biz/jpa/conf2009/ 
 
☆日本テスト学会第7回大会 
会  期:2009年9月3日(木)～9月4日(金)  
会  場:名古屋大学(東山キャンパス)  
大会テーマ:社会に貢献するテスト科学 
照会先:日本テスト学会第7回大会事務局 
〒464-8601 愛知県名古屋市千種区不老町  
名古屋大学大学院教育発達科学研究科 内 
FAX: 052-789-2650 
E-mail:test2009@testscience.jp 
URL http://www.testscience.jp/ 
 
☆日本認知科学会第26回大会 
会期 2009年9月10日(木)～12日(土) 
場所 慶應義塾大学湘南藤沢キャンパス 
照会先 
URL:http://www.jcss.gr.jp/meetings/JCSS2009/ 
index.html 
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☆計量国語学会2009年度大会 
開催日：2009年09月12日(土) 
場所：東京女子大学(http://www.twcu.ac.jp/) 
☆第19回日本家族社会学会大会 
開催日:2009年09月12日(土) ～13日(日) 
場所:奈良女子大学 
学会HP: http://www.wdc-jp.com/jsfs/ 
 
☆世界看護科学学会第１回学術集会 
(The 1st International Nursing Research Conference 
of World Academy of Nursing Science) 
会 期: 2009年9月19日(土)・20日(日) 
会 場: 神戸国際展示場(神戸市中央区港島中町6-11-1) 
TEL: 078-303-7516 FAX: 078-302-1870 
 
☆第48回数理社会学会大会 
開催日:2009年09月19日(土) ～20日(日) 
場所:北星学園大学 
研究事務局  浜田宏(東北大学)研究事務局 
http://www.sal.tohoku.ac.jp/~hamada/jams.html 
E-mail: jams.research@gmail.com 
大会事務局 
北星学園大学社会福祉学部 中田知生研究室気付 
〒004-8631 札幌市厚別区大谷地西2丁目3番1号 
E-mail: tnakata@hokusei.ac.jp 
TEL 011-891-2751-1404(ダイヤルイン) 
FAX 011-896-7660 
 
☆日本教育心理学会第51回総会 
会期 2009年9月20日～22日 
会場 静岡大学 静岡キャンパス 
照会先 
日本教育心理学会第51回総会準備委員会 
〒422-8529 静岡県静岡市駿河区大谷836 
静岡大学教育学部 弓野研究室 
E-mail jyunbi51@dyumiken.com 
URL:http://www.ipc.shizuoka.ac.jp/~e-jaep51/ 
index.html 
 
☆日本音声学会全国大会2009年(平成21年)度 
第23回全国大会 
日時：平成21年9月26日(土)，27日(日) 
会場：九州大学（〒812-8581福岡市東区箱崎6丁目
10番1号） 
大会運営委員長：高山倫明先生（九州大学） 
 
☆日本方言研究会89回研究発表会 
日時：2009年10月30日（金） 
場所：島根大学松江キャンパス（〒 690-8504島根県

松江市西川津町1060） 
 
☆日本語学会2009年度秋季大会 
日時：2009年10月30（土）・11月1日（日） 
場所：島根大学松江キャンパス（〒 690-8504島根県
松江市西川津町1060） 
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日本行動計量学会第37回大会 
2009年8月4日(火)～8日(土) 

皆様のご参加を大分・別府でお待ちしております 
 会 場   大分大学医学部構内（大分県由布市） 
 実行委員長 江島 伸興（大分大学医学部統計科学講座 教授） 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

参加申し込み・詳細は下記WEBサイトへアクセスしてください。 

http://www.med.oita-u.ac.jp/IS/BSJ2009/ 

特別セッション        
多岐にわたる内容で開催します 
 メタボリック・シンドローム診断基準の 
統計的諸問題 

 マーケティングにおける意味の発見 
 リエゾン心身処方学の展開‐行動計量学の挑戦‐ 
 行動計量学的アプローチによる栄養教育の評価の
試み  ～その実践と今後の課題～ 

 看護教育GP 
 ソフトウェアデモンストレーション           
等，20セッションを予定しています  
シンポジウム         

「医療問題と行動計量学的 
  アプローチの可能性」 

8/4（火）チュートリアルセミナー 

14：00～ 

「テスト理論のいま，そしてこれから」 
8/5（水）～7（金） 本大会  

8/8（土）特別企画  大分の歴史見学会 

第 37回大会ホームページにて，宿泊・交通
機関チケット・別府駅前⇔会場間貸切バスチ

ケットの予約を行っています。 

高崎山 

癒しの街  別府 

懇親会・ご宿泊は別府で 
お寛ぎください 



 

 

 

日本行動計量学会会報 第 121 号                           2009 年 6 月 1 日 

  

2009年度統計関連学会連
合大会について（第二報） 

 
実行委員会委員長     村上征勝（同志社大学） 
プログラム委員会委員長  水田正弘（北海道大学） 
運営委員会委員長      橋本紀子（関西大学） 
 
2009 年度統計関連学会連合大会につきまして，
進行状況と詳細をご報告いたします。第一報でもご
紹介いたしましたとおり，今大会は，統計関連学会
連合に所属する全ての学会の共催により開催するこ
とになりました。2009年 3月9日に公示された高
等学校の新学習指導要領によりますと，数学Ⅰに統
計学の内容が明示的に示されており，全ての高校生
が統計学の内容を学習することになるようです。ま
た，数学以外の科目でも統計学の考え方が重視され
ているように思われます。このような時期に，統計
関連の学会の協力関係に基づく大会の開催は重要だ
と思われます。 
以下では，市民講演会，チュートリアルセッショ
ン，企画セッション，コンペセッションなどの概要
などを紹介させていただきます。また，各種申込に
関しては，以下の日程を予定しております。 
 講演申込：5月11日（月） 9:00 ～ 
 6月2日（火） 17:00 

 原稿提出：6月15日（月） 9:00 ～  
7月6日（月） 17:00 

 事前参加申込：7月16日（木） 9:00 ～ 
 8月20日（木） 17:00 

これらも含めまして，項目ごとにご紹介させていた
だきます。 
今後，連合大会のWebページ http://www。jfssa。
jp/taikai/ に関連情報や詳細情報が随時掲載されま
す。 
 
1. 大会の場所と日程 
開催日程： 2009年9月6日（日）～9日（水）
までの4日間 （9月6日は，チュートリアルセッ
ションと市民講演会のみ） 
開催場所： 
 9月6日(日) 同志社大学今出川キャンパス
（http://www.doshisha.ac.jp/access/ima_access.
html） 
 9月7日(月)～9日(水) 同志社大学京田辺キャン

パス 
（ http://www.doshisha.ac.jp/access/tanabe_acc
ess.html） 
共 催： 応用統計学会，日本計算機統計学会，日
本計量生物学会，日本行動計量学会，日本統計学会，
日本分類学会 

 
なお，懇親会を 2009 年 9月 8日（火）19:00～
（予定）に，京都東山の八坂の塔のそばにあるThe 
Garden Oriental Kyoto にて予定しております。今
回の会場は竹内栖風の私邸｢東山艸堂｣だったところ
で，近くには高台寺，八坂神社，清水寺などがあり，
懇親会後の散策にはもってこいのところです。京都
の夏の夜をお楽しみいただければと思います。同会
場で，懇親会直前に，コンペティション最優秀報告
賞および優秀報告賞受賞者表彰式が行われる予定で
す。 
 
2. 講演の申込 
講演は「一般講演」，「企画セッション講演」，「コ
ンペティション講演」の3種類からなります。申込
み方法は，すべての講演に共通の事項と講演ごとに
異なる事項がありますので，ご注意下さい。各講演
の詳細につきましては，連合大会の Web ページを
参照して下さい。 
(i) すべての講演に共通する事項 
講演をご希望の方は，上記 Web ページからお申
込み下さい。その他の申込み方法はありません。申
込み期間は2009年5月11日（月）9:00から6月
2 日（火）17:00 までです。Web ページ上で，「一
般講演」，「企画セッション講演」，「コンペティショ
ン講演」のいずれかを選択して下さい。「企画セッシ
ョン講演」はオーガナイザー，それ以外は講演者が
申込んでください。 
(ii) 「一般講演」に関わる事項 
通常の講演は「一般講演」として講演者がお申込
み下さい。Webページ上の講演申込み手順にしたが
って申込みをして下さい。プログラム編成の際の参
考にしますので，最大3個までのキーワードを，重
要視する順に選択願います。また，講演者（連名講
演者を含む）のうち，少なくとも1名は共催6学会
のいずかの会員であることが要件です。 
(iii) 「企画セッション講演」に関わる事項 
オーガナイザーによる一括申込みとします。 
(iv) 「コンペティション講演」に関わる事項 
「コンペティション講演」に関わる事項はつぎの
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通りです。コンペティション講演は，研究内容とプ
レゼンテーションの能力を競う企画で，今回で7回
目を迎えます。参加資格は2009年4月1日時点で
満 30 歳未満の若手研究者です。所属（大学院生，
教員，社会人）は問いません。連名講演の場合は，
コンペティション対象者は実際に口頭発表する方で
す。なお，研究報告の申込み時点で，コンペティシ
ョン対象者は，共催6学会のいずれかの会員でなけ
ればなりません （ただし，申込みと同時に入会手続
きをする方も含みます）。前回（慶応大学大会）と同
様に事前審査は行わず，申込んだ有資格者全員がコ
ンペティションに参加して頂けます。審査は，当日
の口頭発表に対しての数名の審査員と参加者の一般
審査との総合評価で行う予定です。詳細は連合大会
の Web ページに掲載される「コンペティション講
演のご案内」をご覧下さい。 
 
3. 講演報告集用原稿の提出 
講演報告集を大会当日に配付いたします。また，
Web でも公開いたします(CD-ROM は作成いたし
ません)。報告集用原稿はA4で1ページです。提出
方法としましては，Web ページから電子ファイル
（PDF 形式）を提出する方法を原則といたします。
これが困難な場合に限り，紙原稿の郵送も受け付け
ます。いずれの方法でも，原稿提出期間は 6 月 15
日（月） 9:00から7月6日（月） 17:00まで（紙
原稿の場合も必着）です。厳守をお願いします。な
お，紙ベースでの原稿郵送先は 
    〒060-0811 札幌市北区北11条西5丁目 
     北海道大学 情報基盤センター(北館) 
     水田正弘 宛 
です。 
希望者は，報告集用原稿とは別に詳細論文（Web
に掲載）をA4で最長10ページまで提出できます。
論文はPDF形式（ファイルサイズは1MB以内）で
メールによりプログラム委員会宛 
 taikai2009@jfssa.jp 
 jfssa2008cdrom@yahoo.co.jp 
にお送り下さい。 
報告集用原稿および詳細論文の執筆要項につきま
しては連合大会Webページをご覧下さい。「企画セ
ッション講演」の報告集用原稿の提出はオーガナイ
ザーが一括して行って下さい。したがいまして，企
画セッション講演者の方はオーガナイザーによる原
稿提出が締切りに間に合いますようにオーガナイザ
ーに原稿をお送り下さい。よろしくお願い申し上げ

ます。 
【注意】報告集は，Webにて公開予定です。Web
での公開を希望しない場合には，報告集用原稿の提
出時に，その旨をご指示ください。 
 
4. 企画セッションのご案内 
現時点において，全部で 15 件の企画セッション
が設けられています。テーマ(仮題)とオーガナイザ
ー（敬称略）の氏名（所属）は以下の通りです。テ
ーマのねらいや講演者・講演タイトル等につきまし
ては連合大会の Web ページをご覧下さい。企画セ
ッションの運営はオーガナイザーに一任しています
ので，企画セッションにおける講演者で質問等がお
ありの方は直接オーガナイザーにお問い合わせ下さ
い。なお，セッションの日程はプログラム作成時に
決定いたします。 
 
・ Non- and semi-parametric inference [Byeong 

U. Park (Seoul National University), 
Ming-Yen Cheng (University College 
London)，前園宜彦（九州大学）] 

・ Model selection [Byeong U. Park (Seoul 
National University), Ming-Yen Cheng 
(University College London)，前園宜彦（九州
大学）] 

・ Machine learning [Byeong U. Park (Seoul 
National University), Ming-Yen Cheng 
(University College London)，前園宜彦（九州
大学）] 

・ 感染症対策における計量生物学の貢献 [大森 崇
（京都大学），服部 聡（久留米大学）] 

・ Bayes統計モデルのための計算技法とその応用 
[坂本 亘（大阪大学），桜井裕仁（北海道大学）] 

・ スポーツ統計科学の新たな挑戦 [酒折文武（中央
大学），田村義保（統計数理研究所）] 

・ アジア地域における計算機統計学 [栗原考次（岡
山大学）] 

・ 変わる初等中等教育における統計教育 [藤井良宜
（宮崎大学）] 

・ 大学・大学院における統計教育 [宿久 洋（同志
社大学）] 

・ 統計科学，バイオインフォマティクス，システム
生物学の統融合的発展 [井元清哉（東京大学），
樋口知之（統計数理研究所）] 

・ 心の中の統計原理 [足立浩平（大阪大学）] 
・ 匿名データ [安田 聖（一橋大学）] 
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・ 応用統計学会 学会賞受賞者講演 [永田 靖（早
稲田大学），岸野洋久（東京大学）] 

・ 日本統計学会会長講演(ならびに各賞授賞式) [岩
崎 学（成蹊大学）] 

・ 日本計量生物学会奨励賞受賞者講演 [上坂浩之
（日本イーライリリー株式会社）] 

 
5. チュートリアルセッションのご案内 
チュートリアルセッションでは，2 つのテーマを
用意しました。2つの会場で並行して行いますので，
テーマ1またはテーマ2のどちらかをお選びいただ
けます。  
 日時： 2009 年 9 月 6 日 (日) 13:00～15:45 
（12:30より受付開始） 
 場所： 同志社大学今出川キャンパス 
 演題・講演者（敬称略）： 
 テーマ1：ノンパラメトリック回帰入門 
  竹澤邦夫（中央農業総合研究センター） 
 テーマ2：DSGEモデルとVARモデルの計量 
 分析―MCMCのマクロ金融政策への応用 
  渡部敏明（一橋大学），藤原一平（日本 
  銀行金融研究所） 
なお，テーマ名や講演時間等について多少の変更が
あり得ますことをご了解下さい。 
 
6. 市民講演会のご案内 
下記のテーマについて，講演会を予定しておりま
す。参加費は無料です。 

テーマ：学力調査と統計～全国学力・学習状況調査
の現状と統計的側面からの検討 
日時： 2009年9月6日(日) 16:00～18:30 
場所： 同志社大学今出川キャンパス 
開催趣旨：国際的な学力調査として，経済協力開発
機構(OECD)の実施している学習達成度調査(PISA)
や国際教育達成度評価学会(IEA)が実施している国
際数学・理科教育動向調査(TIMSS)の結果から，近
年日本の子ども達の学力が低下しているのではない
かという問題が指摘されています。この流れを受け
て，平成19年4月から文部科学省では，「全国学力・
学習状況調査」を開始し，今年4月で3回目の実施
を迎えました。この調査は小学校6年生と中学校3
年生の全員を対象とするもので「悉皆調査」と呼ば
れます。当初から調査の設計や，得られたデータを
どのように教育現場にフィードバックするか等，
種々のフェーズに対して議論があり，現在でも多く
の国民が関心を持っている調査でもあります。 
今回の市民講演会では，この「全国学力・学習状況
調査」について，統計的側面から検討を行ない，そ
の役割や課題，利用方法について議論を深めてもら
うことを目的に企画しました。この調査の設計から
解析作業に至るまでの一連の調査活動について，最
新の研究成果を識者や専門家に解り易く講演しても
らいます。 
講演者については確定し次第，Web ページに公表
します。多くの方のご参加をお待ちしております。 
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7. 参加申込と大会参加費 
当日受付の混雑を緩和するため，7月 16日 9:00
から8月 20日17:00までWebによる事前申込み
を実施します。割引もございますので，ぜひご利用
ください。市民講演会は無料です。 
なお，これまでの大会と同様，事前申込みのキャ
ンセル・変更は認めません。大会に参加されなかっ
た場合，報告集あるいは資料を送付いたします。 
また本年は，大会初日（9月6日(日)，今出川キャ
ンパス）は，チュートリアルセッションの受付のみ
を行い，大会参加，懇親会の受付は行いません。ご
了解の程，よろしくお願いいたします。 
 
8. 宿泊・アクセス案内 
今大会では宿泊の紹介・斡旋はいたしません。大
会 Web ページの宿泊・観光に情報を掲載していま
すのでそちらをご参照ください。大会会場（京田辺）
近辺には宿泊施設がありません。京都，奈良，大阪
のいずれからもアクセス可能ですが，懇親会は京都
市内を予定しておりますのでご留意いただければと
思います。なお，大会期間中の朝および夕刻に近鉄
新田辺駅と同志社大学正門前の間で巡回バスを運行
する予定です。近鉄を利用される方は巡回バスをご
利用いただければと思います。ＪＲをご利用の方は，
ＪＲ京田辺駅（近鉄新田辺まで徒歩5分）から新田
辺駅まで徒歩で移動していただき巡回バスを利用さ
れるか，ＪＲ同志社前駅（正門まで徒歩 10 分）を
利用していただければと思います。 
 
9. 保育室 
会場内の一室を保育施設にいたします。運営は専
門の業者に委託いたします。多くの方のご利用を期
待しています。利用規定や申込み方法などは後日大
会 Web ページに掲載します。なお，本年度も保育
室設置に際し，（財）日本統計協会による助成金を申
請する予定です。 
 
10. Web ページおよび問い合わせ用メールアド
レス 
連合大会のWebページ 

http://www.jfssa.jp/taikai/ 
に関連情報や詳細情報が随時掲載されます。メール
による問い合わせは，taikai2009@jfssa.jp 宛にお願
いいたします。 
 

学会誌論文投稿先 
 学会大会で発表された研究などを，できるだけ
論文として投稿してください。お待ちしておりま
す。 
 

和文誌「行動計量学」 
〒162-8644 東京都新宿区戸山1-24-1 
早稲田大学文学部心理学教室 竹村和久 
E-mail: koudoukeiryougaku@gmail.com  
 

欧文誌:｢Behaviormetrika｣ 
〒565-0871 大阪府吹田市山田丘1--2 
大阪大学人間科学研究科 足立浩平 
E-mail: adachi@hus.osaka-u.ac.jp  
 
 

ご連絡 
日本行動計量学会会員数(2009年2月15日現在) 

正会員            905名 
準会員                   78名 
名誉会員                  6名 
シニア会員                4名 
寄贈会員                 13名(団体) 
賛助会員                 22社 

 
 
入会手続き 
 学会では新入会員を広く募っています。詳しくは，
下記までお問い合わせください。 
〒169-0075 東京都新宿区高田馬場4-4-19 
(株)国際文献印刷社内 
日本行動計量学会係(担当：岸) 
bsj-post@bunken.co.jp 
TEL:03-5389-6209  FAX:03-3368-2822 
 
 
日本行動計量学会Webページ 
http://wwwsoc.nii.ac.jp/bsj/index.html 
 
 
会員向けメーリングリストへの登録のお誘い 
会員向けメーリングリストへの登録をお願い申しあ
げます。ＭＬへの登録（削除も）はご自身で行ってい
ただきますが，簡単です。「会員向けメーリングリス
ト：登録・サービスの詳細」のページ 
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http://wwwsoc.nii.ac.jp/bsj/member/ml.html 
に接続して，そこの指示にしたがって行ってください。
なお，会員であることを確認するために会員番号が必
要ですので，学会からの送付物の宛名シールなどを用
意して，作業をしてください。よろしくお願いします。 
 
 
会員専用ページへのアクセス 
 学会Webページの「会員のみなさまへ」の会報，会
員向けメーリングリストの2つのページが会員専用と
なっています。これらのページにアクセスする際には，
以下のユーザー名とパスワードの入力が必要となりま
す。ユーザー名：bsj   パスワード：1973 
 
 
編集後記 
 今号から，担当が下記の9名となりました。編集担
当の不徳のいたすところにより，6月1日に皆様のお
手元にお届けすることができませんでしたこと，お詫
び申し上げますとともに，今後ともご指導，ご鞭撻を
賜りますよう，よろしくお願い申し上げます。 
なお，これまで同様，皆様からのご意見を伺いなが
らお役に立てるような会報作りを行いたいと考えてお
りますので，ご意見，ご要望，その他会報に掲載すべ
きであると思われる情報等ございましたら，下記会報
原稿送付先までご連絡くださいますようお願い申し上
げます。これから3年間どうぞよろしくお願いいたし
ます。 
 
 
会報原稿送付先 
皆様からの情報をお待ちしております。 
〒852-8521 長崎県長崎市文教町1-14 
長崎大学アドミッションセンター 
吉村宰 osamu@nagasaki-u.ac.jp 
TEL：095-819-2117 
FAX：095-819-2112 
 原稿は、発行月(3,6,9,12月)の前々月の末日までに
お寄せください（たとえば6月1日号の場合は4月
30日）。それ以降に届いたものにつきましては、内容
を判断した上で、次号に掲載させていただきます。 
 
 
題字：林知己夫 
広報委員長：森裕一 
会報作成担当：吉村宰・星野崇宏・城川美佳・菅野剛・
田中ゆかり・中山厚穂・松本渉・山岸侯彦・山田剛史
相談役：前田忠彦 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 


